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宇都宮商工会議所の平成29年度事業計画と収支予算

「現場主義・双方向性の徹底」
「幅広いネットワーク力の活用」
「情報発信力の強化」
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第
４
期
中
期
事
業
計
画

特
集
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持
続
可
能
な
地
域
経
済
の

発
展
の
た
め
に
、全
力
で
行
動
！

持
続
可
能
な
地
域
経
済
の

発
展
の
た
め
に
、全
力
で
行
動
！

6
第
４
期
中
期
事
業
計
画（
平
成
29
年
度
〜
31
年
度
）を
策
定
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　宇都宮商工会議所の平成 29 年度事業計画および予算が決定しました。
景気回復の足音を感じつつある中、当所ではより一層の地域貢献をめざし、
力を尽くすよう、さまざまな事業を行っていきます。よろしくお願いします。

　

当
所
で
は
３
月
27
日
（
月
）、
平
成
28
年
度
第

５
回
常
議
員
会
な
ら
び
に
通
常
議
員
総
会
を
開
催

し
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
な
ど

を
議
決
し
ま
し
た
。

　

米
国
の
保
護
主
義
的
な
政
策
が
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
に
と
っ
て
極
め
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
し
、

自
由
貿
易
体
制
を
大
き
く
揺
る
が
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
1
月
に
は
政
府
か
ら
「
日
本
経
済

は
海
外
経
済
の
不
確
実
性
や
金
融
資
本
市
場
の
変

動
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
も
、
雇
用
・
所
得
環
境

が
引
き
続
き
改
善
し
、
経
済
の
好
循
環
が
進
展
す

る
こ
と
に
よ
り
、
民
需
中
心
の
景
気
回
復
が
見
込

ま
れ
る
」
と
の
経
済
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
の
景
気
も
足
元
で
は
個
人
消
費
や
生
産
活
動

が
緩
や
か
に
持
ち
直
し
、
雇
用
情
勢
も
改
善
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
業
況
改

善
の
動
き
は
依
然
と
し
て
力
強
さ
を
欠
き
、
厳
し

い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
当
所
で
は
第
４
次
中

期
事
業
計
画
（
計
画
期
間
：
平
成
29
年
度
〜
31

年
度
）
お
よ
び
中
長
期
財
政
計
画
（
計
画
期
間
：

平
成
29
年
度
〜
38
年
度
）
を
踏
ま
え
、
平
成
29

年
度
事
業
計
画
の
着
実
な
実
現
を
図
る
こ
と
と
し

ま
す
。

❶ 

第
４
次
中
期
事
業
計
画
達
成
目
標

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
社
会
に
あ
っ
て
も
、
企
業
の
繁
栄
、
ま
ち
の
賑

わ
い
、
市
民
生
活
の
安
定
に
向
け
、
持
続
可
能
な

地
域
経
済
の
発
展
に
全
力
で
行
動
し
ま
す
。

〜
活
動
指
針
〜

①
現
場
主
義
・
双
方
向
性
の
徹
底

②
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
の
活
用

③
情
報
発
信
力
の
強
化

❷ 

中
長
期
財
政
計
画
に
基
づ
く
財
政
運
営

①
コ
ス
ト
意
識
の
醸
成

②
収
益
力
の
向
上
を
工
夫

※
赤
色
は
重
要
事
業
、
緑
色
は
新
規
事
業
で
す

　

地
域
経
済
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
、
小
規
模

企
業
に
対
し
、
個
々
の
企
業
の
経
営
課
題
の
克
服
に

向
け
、
外
部
専
門
家
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
各
種
支
援
施
策
を
積
極
的
に
活
用
し
、
企
業
の

体
質
強
化
や
成
長
を
推
進
す
る
。

1 

経
営
相
談
支
援
の
推
進

　

小
規
模
企
業
等
の
高
度
・
専
門
的
な
経
営
課
題

に
対
応
し
た
経
営
相
談
を
実
施
し
、
経
営
改
善
を

支
援
す
る
。

① 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談
事

業
（
年
間
目
標
：
巡
回
相
談
６
、２
０
０
件
、

窓
口
相
談
２
、５
５
０
件
）

② 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総

合
支
援
事
業（
年
間
目
標
：
専
門
家
派
遣
30
件
）

③ 

経
営
技
術
強
化
支
援
事
業
〔
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン

ク
事
業
〕（
年
間
目
標
：
専
門
家
派
遣
72
件
）

④ 

経
営
サ
ポ
ー
ト
隊
事
業
（
年
間
目
標
：
支
援

３
件
、
勉
強
会
４
回
）

⑤ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
振
興
委
員
制
度

⑥ 

税
務
指
導
事
業
（
記
帳
代
行
、
記
帳
継
続
指

導
、
決
算
代
行
）（
年
間
目
標
：
記
帳
代
行

10
件
、
記
帳
継
続
指
導
１
３
０
件
、
決
算
代

行
２
４
０
件
）

⑦ 

消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事
業
（
年
間
目

標
：
指
導
件
数
４
、２
０
０
件
、
講
習
会
５
回
）

⑧ 

経
営
発
達
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：
計
画
策

定
１
５
０
件
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
１
、０
０
０
件
）

⑨ 

小
規
模
特
定
課
題
対
応
経
営
相
談
事
業
（
年

間
目
標
：
相
談
件
数
60
件
）

⑩ 

専
門
相
談
（
税
務
相
談
、
納
税
相
談
、
知
的

財
産
権
相
談
、法
律
相
談
、不
動
産
鑑
定
相
談
）

の
実
施
（
年
間
目
標
：
税
務
相
談
5
件
、
納

税
相
談
10
件
、
知
的
財
産
権
相
談
40
件
、
法

律
相
談
30
件
、
不
動
産
鑑
定
相
談
3
件
）

⑪ 

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
普
及
促
進
（
年
間

目
標
：
70
件
）

2 

創
業
支
援
体
制
の
強
化

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総

合
支
援
事
業
等
を
活
用
し
、
専
門
家
と
の
連
携
に

よ
り
創
業
者
輩
出
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る
。

① 

創
業
ス
ク
ー
ル
事
業（
年
間
目
標
：
参
加
30
人
）

② 

創
業
者
個
別
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：
創
業

３
件
、
相
談
50
件
）

③ 

宇
都
宮
餃
子
拡
大
事
業
（
年
間
目
標
：
新
規

出
店
２
件
）

④ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総

合
支
援
事
業
〔
再
掲
〕

⑤ 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談
の
強

化
〔
再
掲
〕

3 

金
融
支
援
の
推
進

　

国
、
県
、
市
、
県
信
用
保
証
協
会
の
融
資
・
保

証
制
度
を
普
及
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
資
金
調
達
を
支
援
す
る
。

① 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
（
マ

ル
経
融
資
）（
年
間
目
標
：
推
薦
70
件
）

② 

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証
制
度
（
年
間
目
標
：

推
薦
書
交
付
12
件
）

③ 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
促
進
事
業（
年

間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
1
回
）

4 

企
業
再
生
支
援
の
促
進

　

過
剰
債
務
等
に
よ
り
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い

る
中
小
企
業
に
対
し
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
再
生
、

倒
産
回
避
ま
た
は
円
滑
な
事
業
清
算
手
続
き
等

を
、
ま
た
後
継
者
不
在
等
の
中
小
企
業
に
対
し
、

円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す
る
。

① 
栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
（
年
間

目
標
：
相
談
件
数
50
件
、
再
生
計
画
策
定

完
了
40
件
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
２
０
０
件
）

② 

栃
木
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
（
年
間
目

標
：
利
用
申
請
30
件
）

③ 

経
営
安
定
特
別
相
談
室
（
年
間
目
標
：
相
談

８
件
）

④ 

栃
木
県
事
業
引
継
支
援
セ
ン
タ
ー
（
年
間
目

標
：
相
談
１
８
０
件
、
成
約
20
件
、
後
継
者

バ
ン
ク
登
録
20
件
）

⑤ 

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
加
入
促
進
事
業

（
年
間
目
標
：
加
入
10
件
）

⑥ 

事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

5 

人
材
確
保
・
育
成
の
支
援

　

各
種
講
習
会
、
研
修
会
、
検
定
試
験
等
を
実
施

し
、
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
を
支
援
す
る
。

① 

各
種
検
定
試
験
（
年
間
目
標
：
日
商
検
定
受

験
者
２
、３
５
０
人
）

② 

新
入
社
員
講
習
会
（
年
間
目
標
：
受
講
者
50

人
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
30
人
）

③ 

３
級
簿
記
講
座
（
年
間
目
標
：
受

講
者
50
人
）

④ 

優
良
従
業
員
表
彰
（
年
間
目
標
：

事
業
所
数
65
件
、
従
業
員
数

２
５
５
人
）

⑤ 

女
性
の
活
躍
促
進
支
援
事
業
（
年

間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
開
催
４
回
）

⑥ 

宇
都
宮
珠
算
連
盟
への
支
援

⑦ 

県
内
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等

研
修
会

⑧ 

経
営
指
導
員
等
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
向
上
事
業

（
職
員
に
よ
る
新
企
画
提
案
５
件
）

平成28年度第5回常議員会ならびに通常議員総会（3月27日）

特集1／平成29年度事業計画・収支予算

基
本
方
針

主
要
事
業

１ 

企
業
活
力
の
強
化

宇都宮商工会議所の

平成29年度事業計画と収支予算

平成29年度事業収支予算
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

合 計
12億5,897
万円

合 計
12億5,897
万円

合 計
12億5,897
万円

収入構成

支出構成

会計別予算構成

■会費　■事業収入　■補助金等　■負担金等
■繰入金　■繰越金

■事業費　■人件費　■管理費等　■繰出金

■一般会計　■中小企業相談所特別会計
■特定退職金共済制度特別会計

■各種事業特別会計　■まちづくり特別会計　
■中小企業再生支援協議会特別会計
■経営改善支援センター特別会計
■事業引継ぎ支援センター特別会計
■事業承継ネットワーク特別会計

25.1 ％

36.4％
（45,770万円）

39.6 ％
（49,909万円）

19.2 ％
（24,136万円）

12.8 ％
（16,078万円）

33.1 ％
（41,681万円）

11.1 ％
（14,036万円）

2.7 ％
（3,417万円）

11.7％
（14,757万円）

4.4％
（5,584万円）

4.1％
（5,105万円）

0.9％
（1,103万円）

18.2 ％
（22,943万円）

36.6 ％
（46,117万円）

5.5 ％
（6,928万円）

（31,557万円）

8.2 ％
（10,276万円）

5.3 ％
（6,617万円）4.8 ％

（6,057万円）

20.3 ％
（25,620万円）

特集01
平成29年度
事業計画・収支予算

「
現
場
主
義・双
方
向
性
の
徹
底
」
、

「
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
の
活
用
」
、

「
情
報
発
信
力
の
強
化
」
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6 
情
報
活
用
支
援
の
推
進

　

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
事
例
の
提
供
や
企

業
内
情
報
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
、
企
業
の
情

報
化
推
進
を
支
援
す
る
。

① 

Ｉ
Ｔ
活
用
・
集
積
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：

セ
ミ
ナ
ー
50
人
）

② 

支
援
体
制
強
化
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
整

備
事
業
〔
日
経
テ
レ
コ
ン
21
等
〕

7 

環
境
・
福
祉
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進

　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
た
企
業
経
営
の
普
及
と
認
証
取
得
を
推
進
す

る
。

① 

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
・
登
録
制
度
（
年
間

目
標
：
新
規
登
録
10
件
、
更
新
登
録
50
件
）

② 

事
業
所
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
定
制
度
（
年
間
目

標
：
新
規
登
録
５
件
、
中
間・更
新
登
録
20
件
）

③ 

環
境
に
や
さ
し
い
優
良
企
業
認
定
制
度
（
年

間
目
標
：
新
規
登
録
５
件
）

④ 

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
受
託
事
業

⑤ 

汚
染
負
荷
量
賦
課
金
申
告
・
納
付
業
務
受
託

事
業
（
年
間
目
標
：
期
限
内
申
告
・
納
付
）

8 

福
利
厚
生
・
リ
ス
ク
対
策
の
促
進

　

各
種
共
済
制
度
の
加
入
を
推
進
し
、
安
定
し
た

制
度
と
し
て
会
員
企
業
の
福
利
厚
生
・
リ
ス
ク
対
策

を
支
援
す
る
。

① 

会
員
事
業
所
共
済
の
運
営
〔
普
通
共
済
（
ふ
れ

あ
い
共
済
）〕（
年
間
目
標
：
加
入
率
35
％
）

② 

会
員
事
業
所
共
済
の
運
営
〔
総
合
保
険
、
年
払

保
険
等
〕（
年
間
目
標
：
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
目
標
保
険
料
達
成
）

③ 

会
員
事
業
所
共
済
の
運
営
〔
大
型
共
済
、
個

人
年
金
等
〕

④ 

そ
の
他
の
共
済
事
業
の
加
入
推
進
（
業
務
災

害
補
償
プ
ラ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
等
）

⑤ 

特
定
退
職
金
共
済
制
度
の
運
営
（
年
間
目

標
：
新
規
10
件
、
加
入
事
業
所
総
数

３
８
０
件
）

⑥ 

普
通
共
済
（
ふ
れ
あ
い
共
済
）
の
福
祉
・
還

元
事
業
（
年
間
目
標
：
健
康
診
断
等

６
８
０
人
）

⑦ 

栃
木
県
火
災
共
済
制
度
の
普
及
（
年
間
目

標
：
新
規
10
件
、
保
有
件
数
２
０
０
件
）

⑧ 

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
支
援
事
業

（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
開
催
１
回
、
専
門

家
派
遣
）

⑨ 
健
康
経
営
推
進
事
業
（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ

ー
開
催
１
回
）

　

中
心
市
街
地
活
性
化
や
商
店
街
活
動
へ
の
支
援
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ンへ

の
対
応
、
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
、
観
光
交
流

や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
広
域
連
携
等
を
支

援
し
、
消
費
の
拡
大
と
地
域
商
業
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、
産
学
官
連
携
・
農
商
工
連
携
に
よ
る
、

新
し
い
も
の
づ
く
り
を
支
援
し
地
域
産
業
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
は
、
正
規
雇
用
・

女
性
の
職
場
定
着
等
、
企
業
の
労
働
力
確
保
を
支

援
し
企
業
活
力
の
向
上
を
図
る
。

1 

地
域
商
業
の
振
興
促
進

　

集
客
力
の
向
上
と
賑
わ
い
創
出
（
ハ
ー
ド
事
業
・

ソ
フ
ト
事
業
・
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
）
を
支
援
し
、
中

心
市
街
地
及
び
各
地
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
。

① 

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
（
年
間
目

標
：
30
店
舗
）

② 

宮
の
市
（
商
業
祭
）（
年
間
目
標
：
感
謝
セ

ー
ル
実
施
３
８
０
店
）

③ 

宇
都
宮
地
域
商
店
街
活
性
化
事
業
〔
宇
都
宮

市
商
店
街
連
盟
へ
の
支
援
（
創
立
60
周
年
記

念
事
業
）〕

④ 

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
〝
ま
ち
ゼ
ミ
〟
事
業（
年

間
目
標
：
開
催
2
回
、
参
加
店
60
店
舗
、

講
座
数
１
２
０
回
）

⑤ 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
推
進
へ
の
協
力
〔
栃
木
県
Ｌ
Ｒ
Ｔ

研
究
会
等
〕

⑥ 

消
費
喚
起
支
援
事
業
〔
ま
ち
ゼ
ミ
ク
ー
ポ
ン
発

行
事
業
〕（
年
間
目
標
：
参
加
30
店
舗
）

⑦ 

外
国
人
対
応
販
売
促
進
支
援
事
業

⑧ 

産
業
経
営
改
善
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：

研
修
会
２
回
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
５
回
）

⑨ 

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
〔
商
店
街
通
行
量・

来
街
者
実
態
調
査
、
中
心
市
街
地
広
域
ソ
フ

支
援
事
業
、
宇
都
宮
市
中
心
市
街
地
活
性

化
協
議
会
への
参
画
〕

⑩ 

フェス
タ
ｉｎ
大
谷
へ
の
支
援

⑪ 

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
への
支
援

⑫ 

宇
都
宮
餃
子
祭
り
へ
の
支
援
（
年
間
目
標
：

連
携
強
化
）

⑬ 

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
への
支
援
（
年
間
目
標
：

協
賛
３
３
０
件
、
協
賛
金
６
４
０
万
円
）

⑭ 
宇
都
宮
市
お
も
て
な
し
推
進
委
員
会
への
支
援

2 

観
光
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

　

観
光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
域
資
源
の
ブ

ラ
ン
ド
力
強
化
に
努
め
、
集
客
交
流
を
促
進
す
る
。

① 

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
支
援

② 

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
推
進
協
議
会
支
援
事
業
〔
ミ
ヤ
・
ジ

ャ
ズ
イ
ン
開
催
〕（
年
間
目
標
：
協
賛
90
件
、
協

賛
金
３
０
０
万
円
、
出
演
ア
マ
チ
ュア
バ
ン
ド
90
組
）

③ 

栃
木
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推

進
事
業

④ 

ア
ー
ト
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
事
業

3
も
の
づ
く
り
・
販
路
拡
大
の
支
援

　

地
域
企
業
が
持
つ
力
を
宇
都
宮
の
地
域
特
性
と

組
み
合
わ
せ
、
特
色
あ
る
も
の
づ
く
り
を
支
援
し
、

地
域
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
推
進
す
る
。

① 

農
商
工
連
携
推
進
事
業
〔
う
つ
の
み
や
ア
グ
リ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
等
〕（
年
間
目
標
：
新

規
採
択
プ
ロ
ジェク
ト
10
件
）

② 

新
名
産
品
開
発
事
業〔
宇
都
宮
雷
都
物
語
〕（
年

間
目
標
：
売
上
８
、０
０
０
万
円
、
新
商
品

開
発
１
件
）

③ 

工
業
団
地
役
員
と
の
交
流
会

④ 

う
つ
の
み
や
次
世
代
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

会
議

⑤ 

中
小
企
業
国
際
ビ
ジ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
（
年
間

目
標
：
相
談
斡
旋
25
件
）

⑥ 

宇
都
宮
ゑ
び
す
市
事
業
（
年
間
目
標
：
参

加
５
件
）

⑦ 

も
の
づ
く
り
支
援
事
業

⑧ 

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
へ
の
運
営
参
加
（
年
間

目
標
：
新
規
登
録
企
業
10
件
）

⑨ 

ザ・
商
談
！
し・ご・
と
発
掘
市
（
年
間
目
標
：

発
注
企
業
登
録
１
社
、
受
注
希
望
企
業
エ
ン

ト
リ
ー
５
社
）

⑩ 

食
品
業
界
交
流
会
事
業
への
支
援

⑪ 

異
業
種
交
流
事
業
（
み
や
み
ら
い
21
、
宇
都

宮
創
游
倶
楽
部
）
への
支
援

⑫ 

貿
易
関
係
証
明
等
発
給
事
業

⑬ 

Ｇ
Ｓ
1
コ
ー
ド
推
進
事
業
（
年
間
目
標
：
取

扱
件
数
40
件
）

4 

ひ
と
づ
く
り
支
援
の
推
進

　

企
業
活
力
の
強
化
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推

進
す
る
た
め
、
そ
の
基
盤
と
な
る
経
営
者
等
の
育

成
を
支
援
す
る
。

① 

青
年
部
事
業
の
支
援
（
年
間
目
標
：
新
規
会

員
15
件
、
総
会
員
数
１
５
０
件
）

② 

女
性
部
事
業
の
支
援
（
年
間
目
標
：
新
規
会

員
５
件
、
総
会
員
数
70
件
）

5 

雇
用
の
促
進
支
援

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
職
業
訓
練
機
会
の

提
供
や
、
女
性
・
高
齢
者
・
障
害
者
等
が
自
己
の

能
力
を
活
か
し
な
が
ら
継
続
就
業
で
き
る
職
場
環

境
づ
く
り
へ
の
支
援
等
を
行
い
、
中
小
・
小
規
模
企

業
の
常
用
雇
用
を
促
進
す
る
。

① 

ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
制
度
推
進
事
業（
年
間
目
標
：

訓
練
計
画
確
認
60
社
）

② 

障
害
者
・
高
齢
者
の
雇
用
促
進
事
業

③ 

宇
都
宮
地
区
雇
用
協
会
へ
の
支
援

④ 

労
働
保
険
事
務
指
導
事
業
〔
労
働
保
険
事
務
組

合
等
〕（
年
間
目
標
：
受
託
３
０
０
社
、
事
業
場

４
６
０
件
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
１
、６
０
０
人
）

⑤ 

女
性
の
活
躍
促
進
支
援
事
業
〔
再
掲
〕

　

国
・
県
・
市
等
の
政
策
に
会
員
や
地
域
か
ら
の
意

見
・
要
望
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
地
域
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
積
極
的
な
政
策
提

言
活
動
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
事
業
運
営
の
安
定

を
図
る
た
め
、
会
員
組
織
の
拡
大
と
財
政
基
盤
の

強
化
に
努
め
る
。

1 

組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

　

地
域
及
び
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
景
気
対

策
、
中
小
企
業
対
策
、
公
共
交
通
の
充
実
、
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
等
に
つ
い
て
建
議
・
要
望
活
動
を
積

極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
会
員
組
織
の
拡
大

と
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

① 

政
策
提
言
事
業
（
国
・
県
・
市
へ
の
建
議
・
要

望
活
動
）

② 

会
員
管
理
・
加
入
促
進
事
業
（
年
間
目
標
：

組
織
率
31
％
、
会
員
巡
回
８
０
０
件
）

2
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

　

会
員
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
に

努
め
る
。

① 

会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
（
年
間
目
標
：
参
加

50
社
、
２
０
０
人
）

② 

新
商
品・新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
（
年

間
目
標
：
10
社
）

③ 

会
員
企
業
チ
ラ
シ・カ
タ
ロ
グ
等
展
示
コ
ー
ナ
ー

（
年
間
目
標
：
１
８
０
件
）

④ 

会
員
優
待
サ
ー
ビ
ス
事
業（
年
間
目
標
：
10
社
）

⑤ 

会
員
企
業
顕
彰
制
度

⑥ 

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
手
帳
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
発
刊

3
広
報
広
聴
活
動
の
充
実

　

会
員
企
業
へ
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
、
会
報
並
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
及
び
各

種
調
査
結
果
の
発
信
と
有
効
活
用
を
図
る
。

① 

会
報「
天
地
人
」の
発
行
（
部
数
８
、０
０
０
部
、

毎
月
10
日
発
行
、
年
12
回
）

② 
メ
ー
ルマ
ガ
ジ
ンｅ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
（「ｅ-

天
地
人
」）（
年
間
目
標
：
新
規
登
録
90
件
）

③ 

地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
う
つ
の
み
や
マッ
プ
」

か
ら
の
情
報
発
信
（
年
間
目
標
：
ア
ク
セ
ス

15
万
件
以
上
）

④ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
（
年
間
目
標
：

ア
ク
セ
ス
17
万
件
）

⑤ 

情
報
機
器
の
管
理
・
保
守

⑥ 

デ
ー
タ
マッ
プ
発
行
事
業（
年
間
目
標
：
６
、３
０
０
部
）

⑦ 

県
内
商
工
会
議
所
統 

一 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事

業
（
年
間
目
標
：
１
、７
０
０
部
）

⑧ 

中
小
企
業
景
況
調
査
事
業
（
年
間
目
標
：

回
収
率
80
％
）

⑨ 

商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測
調
査
〔
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
調
査
〕（
年
間
目
標
：
回
収
率
１
０
０
％
）

⑩ 

地
域
産
業
動
向
実
態
調
査
（
年
間
目
標
：

調
査
対
象
６
、０
０
０
件
以
上
）

⑪ 

貴
重
資
料
の
保
存
管
理

２ 

地
域
経
済
の
活
性
化

３ 

政
策
提
言・組
織・財
政
基
盤
の
強
化

職員の人事異動
（平成２9年４月１日付）

役員変更のお知らせ
（平成２9年４月１日付）

（前　総務部部長　参事）

●中小企業相談所 所長 兼 総務部 部長　参事

手塚　忠之

（前　総務部次長　副参事）

●経営支援部 部長　副参事

鈴木　　毅

（前　経営支援部次長　主幹）

●総務部 次長　主幹

野沢　恭久

（前　総務部　主幹　
宇都宮観光コンベンション協会出向）

●地域振興部　主幹

清嶋 眞智子

（前　地域振興部次長代理　副主幹）

●総務部　主幹

川又 啓多郎

（前　総務部　副主幹）

●総務部　副主幹　宇都宮観光コンベンション協会出向

熊木　清美

（前　総務部　次長代理　副主幹）

●地域振興部次長代理　副主幹

長谷　　眞

（前　経営支援部　主査）

●総務部次長代理　副主幹

平山　英明

（前　地域振興部　主任主事）

●経営支援部　主任主事

久田　　大

（前　経営支援部　主任主事）

●地域振興部　主任主事

川村　成仁

（前　地域振興部　主事）

●経営支援部　主事

郷　　真吾

（前　地域振興部　主事）

●総務部　主事

佐川　拓也

（前　総務部　主事）

●地域振興部　主事

和氣　仁美

（新規採用）

●経営支援部　主事

中山　光旦

（新規採用）

●地域振興部　主事

斎藤　那菜

（前　中小企業相談所所長　兼　
経営支援部部長　参事）

●経営支援部 次長　特任参事

大町　純一

（前　経営支援部　指導主任）

●地域振興部　指導主任

村上　幸雄

●総務部　嘱託

退職（平成２９年３月３１日付）

採用（平成２９年３月１日付）

渡邉　忠仁

（前　総務部　主任主事）中山　千尋
（前　地域振興部　主任）黒後　忠利
（前　総務部　嘱託）竹澤　清隆

常務理事

檜原　貞亮

檜原　貞亮

（平成29年4月1日付就任）

常務理事

刑部　郁夫
（平成２9年３月３１日付退任）
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当
所
で
は
、
こ
の
た
び
第
４
期
中
期
事
業
計

画
（
平
成
29
年
度
〜
31
年
度
）
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、「
ゆ
で
蛙
」
に
な
ら
ぬ
よ

う
、
新
た
な
時
代
対
応
へ
の
助
走
期
間
と
し
て

位
置
づ
け
、
将
来
に
お
け
る
地
域
経
済
、
地
域

総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
当
所
の
あ
る
べ
き
姿

を
描
き
、
社
会
経
済
環
境
へ
の
適
切
な
対
応
、

自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
、
中
期
財
政
計
画
と

の
整
合
性
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
持

続
的
か
つ
存
在
価
値
の
高
い
商
工
会
議
所
に
な

る
た
め
、
取
り
組
む
べ
き
事
業
を
戦
略
的
に
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年

度
の
３
年
間
で
、
計
画
策
定
の
目
的
は
次
の
と

お
り
で
す
。

❶ 

社
会
経
済
状
況
の
変
化
等
に
対
し
、
当
所

の
役
割
を
示
し
、
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
持

続
性
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
道

筋
を
示
す
こ
と

❷ 

地
域
創
生
に
お
け
る
攻
め
と
守
り
の
面
か

ら
役
に
立
つ
事
業
を
明
ら
か
に
し
、
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
形
成
を
図
る
こ
と

❸ 

継
続
的
に
実
施
す
べ
き
事
業
と
先
導
的
に

実
施
す
る
事
業
の
計
画
化
に
よ
る
連
続
性
を
図

る
こ
と

　

さ
ら
に
、
達
成
目
標
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
そ
の
達
成
目
標
実
現
に
向
け
、「
現
場

主
義
・
双
方
向
主
義
の
徹
底
」、「
幅
広
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
力
の
活
用
」、「
情
報
発
信
力
の
強
化
」

を
改
め
て
掲
げ
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
地
域
経
済
を
牽
引
す
る
た
め
、

あ
ら
た
に
戦
略
的
・
先
導
的
に
実
施
す
る
８
つ
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
設
定
し
ま
し
た
。
目
標

値
を
定
め
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

よ
り
、
定
住・転
入・交
流
人
口
増
、
企
業
数
増
、

就
業
者
数
増
、
売
上
増
等
を
図
って
い
き
ま
す
。

　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
内
容
は
表
２
の
と
お
り

で
す
。

　

中
期
事
業
計
画
の
事
業
効
果
に
対
す
る
実
効

性
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
次
の
方
策
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。

1 

８
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
ご
と
に
、
毎
年
、

そ
の
内
容
や
効
果
・
成
果
等
の
検
証
結
果

を
総
務
企
画
委
員
会
等
に
報
告
し
、
指
摘

事
項
等
を
翌
年
度
の
事
業
実
施
に
反
映
さ

せ
る

2 

検
証
に
当
た
っ
て
は
、
総
花
的
な
評
価
で
は

な
く
、
真
に
有
効
で
効
果
の
あ
る
事
業
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
、
当
所
と
し
て
担
う
べ
き

役
割
の
妥
当
性
や
関
与
の
度
合
い
が
適
切

だ
っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
評
価
し
、
そ
の
上

で
、
効
果
あ
る
重
要
事
業
の
絞
り
込
み
や

内
容
充
実
に
つ
な
げ
て
い
く

3 

中
期
事
業
計
画
と
部
会
・
委
員
会
活
動
と

の
情
報
共
有
や
連
携
を
図
り
、
当
所
全
体

と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
相
乗
効
果
が
あ

が
る
た
め
の
仕
組
み
・
仕
掛
け
づ
く
り
を

行
う

　

第
４
期
中
期
事
業
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
、
紹

介
し
ま
し
た
。
実
施
事
業
や
計
画
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　小規模事業者の持続的発展を支援する

小規模事業者の持続的発展に向け、企業成長ばかりでなく、企業存続も積極的に支援
することを目的に、小規模事業者の経営支援策として、経営計画策定、経営改善、成長
支援、再生・事業承継等を伴走型で実施していく。

　　中心市街地の活性化を図る

ネットワーク型コンパクトシティの都市拠点である中心市街地の活性化に向け、ハード・ソフ
トの両面から計画的に取り組み、社会環境変化や市民ニーズに応じた方策を検討し、実
施していく。

　　地域のブランド力を高め、多様な観光を推進する

都市間競争に勝ち抜き、持続可能な地域経済の確立に向け、地域ブランドのブラッシュ
アップや掘り起こし、新商品開発や6次産業化、インバウンド対策、産業と観光の融合等
を推進し、広域的なまちの魅力を高め、交流人口の増加を図り、観光振興を図っていく。

　　多様な人材の確保、能力開発、活躍を支援する

地域経済の潜在成長率を高め、地域のトップランナーとなる人材育成を図るため、若者、
女性、高齢者、障がい者等が自己の能力を生かし、生活環境に合った職場で快適に就業
でき、活躍しやすい環境整備を促進する。

　　需要、販路の拡大を支援する

消費減少、供給減を最小限に止め、国外への販路拡大に向け、新たな消費刺激策の仕
組み、仕掛けを検討するとともに、販売戦略の弱い中小企業に対するビジネスマッチング
や販路開拓の実施、IT・IoT・クラウドファンディングの推進、海外ビジネス展開支援強化
等について検討、実施していく。

　　職員の意識改革と資質向上を図る

社会環境の変化等に対応しつつ、企業や地域に支持・信頼される商工会議所となるた
め、少数精鋭主義、ダイバーシティへの取り組みを強化し、絶えざる挑戦意欲と鳥瞰的な
企画立案能力を身につけ、現場の声に耳を傾けながら事業の達成に向け全力で取り組ん
でいく。

　　会員数増加と組織率拡大を図る

商工会議所の存在価値・アピール力を高め、自主財源の確保を図るため、役員・議員、職
員が一丸となって会員増加、会員組織率の拡大、会員メリットの見える化、時代に即した
商工会議所独自のビジネスモデルの構築、会員増加の新たな仕組み等について検討、
実施する。

　　商工会議所の資源を最大限に生かす

限られた財源と職員で最大限の事業を実施するため、運営から経営への転換のもと、「一
定の役割を終えた事業の廃止、縮小、統合等による事務量の軽減」、「会員企業のポテ
ンシャルを活用した民間の活用」、「先導的事業の展開によるリーダー力の発揮」、「商工
会議所ならではのコーディネート（権利調整）機能の充実」を図っていく。

問合せ
株式会社

宇都宮コミュニティメディア
宇都宮市江野町７-８ 

堺屋ビル２Ｆ

☎028-908-4020（仮）
http://www.miyaradi.com

　当所では３年ごとに中期事業計画を策定し、活動の柱としています。この度第４期
中期事業計画を策定しましたのでご紹介します。

持続可能な地域経済の
発展のために、全力で行動！

「
宇
都
宮
商
工
会
議
所
は
、

  

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
に
あ
っ
て
も
、

  

企
業
の
繁
栄
、
ま
ち
の
賑
わ
い
、

  
市
民
生
活
の
安
定
に
向
け
、

  
持
続
可
能
な
地
域
経
済
の
発
展
に

  
全
力
で
行
動
し
ま
す
」

第４期中期事業計画（平成29年度〜 31年度）を策定

表 2

表1
計
画
策
定
の
背
景
・
達
成
目
標

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業

http://w
w

w
.u-cci.or.jp

中
期
事
業
計
画
の

実
効
性
を
高
め
る
た
め
に

達成目標

８つのリーディング事業

1

2

3

4

5

6

7

8

02
特集

第４期
中期事業計画



問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます
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北
関
東
三
県
商
工
会
議
所
女
性
会
交
流
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

「
第
36
回
全
国
大
会
北
海
道
い
わ
み
ざ
わ
大
会
」に
参
加

女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

　

北
関
東
三
県
商
工
会
議
所
女
性

会
交
流
会
議
を
２
月
24
日（
木
）、
市

内
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
茨
城
県
、
群
馬
県
、
栃

木
県
内
の
18
女
性
会
か
ら
会
員
お

よ
び
事
務
局
１
１
１
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
議
は
、
平
成
23
年

に
北
関
東
自
動
車
道
が
開
通
し
た

こ
と
を
機
に
、
北
関
東
三
県
に
所

属
す
る
女
性
会
の
交
流
を
図
る
た

め
、
毎
年
各
県
持
ち
回
り
に
よ
り

開
催
し
て
お
り
、
本
年
度
は
栃
木

県
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
議
は
３
部
構
成
で
お
こ

な
い
、
第
１
部
記
念
講
演
で
は
㈱

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
代
表

　

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部「
第
36

回
全
国
大
会
北
海
道
い
わ
み
ざ
わ

大
会
」が
２
月
23
日（
木
）
〜
26
日

（
日
）、
北
海
道
岩
見
沢
市
で
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
４
、９
３
１
人
が

登
録
参
加
。
当
所
青
年
部
か
ら
は
、

檜
山
会
長
以
下
18
人
で
登
録
参
加

し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
商
工
会
議
所
の
一
翼

を
担
う
全
国
各
地
の
青
年
経
済
人

が
、
交
流
と
研
さ
ん
を
通
じ
て
次
代

へ
の
先
導
者
と
し
て
の
意
識
高
揚
を

図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
毎
年
開

催
さ
れ
、
今
年
度
は
、
大
会
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を「『
泰
山
北
斗
』
〜
拓

（
ひ
ら
）け
！！
今
こ
そ
魅
せ
ろ
Ｙ
Ｅ

Ｇ
開
拓
精
神（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ

リ
ッ
ツ
）
〜
」と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
日
本
商
工
会

取
締
役
社
長
の
松
本
謙
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
地
域
を
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
」と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
で
は
、「
３
県
交

流
で
魅
力
度
ア
ッ
プ
を
！
」と
い
う

テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
県
や
市
に
お
い

て
観
光
・
食
・
文
化
な
ど
の
魅
力
に

つ
い
て
話
し
合
う
と
と
も
に
、
地
域

活
性
化
事
業
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
も
情
報
交
換

し
ま
し
た
。

　

第
３
部
の
懇
談
会
で
は
、
佐
藤 

栄
一 

宇
都
宮
市
長
な
ど
ご
来
賓
を
お
招
き
し
、

講
話
を
い
た
だ
い
た
の
ち
、
バ
イ
オ
リ

ン
の
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
議
で
、
三
県
の

交
流
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
有
意
義

な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

（
副
会
長　

森
田　

陽
子
）

議
所
青
年
部
の
岡
村
会
長
や
日
本

商
工
会
議
所
の
三
村
会
頭
か
ら
の

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
平
成
29
年
度

青
年
部
事
業
の
Ｐ
Ｒ
や
日
本
商
工

会
議
所
へ
の
政
策
提
言
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
で
は
、
シ
ド

ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

で
あ
る
元
競
泳
選
手
・
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ス
タ
ー
の
田
中
雅
美
氏（
岩
見

沢
市
出
身
）を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
、
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金

メ
ダ
リ
ス
ト
の
元
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
選
手
の
清
水
宏
保
氏（
帯
広

市
出
身
）を
講
師
に
招
き「
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
向
こ
う
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

ら
し
い
素
晴
ら
し
い
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
真
冬
の
岩
見
沢
市
で
天

候
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
屋
外

で
銀
世
界
の
中
、
予
定
通
り
大
懇

親
会
も
開
催
さ
れ
、
全
国
の
同
志

と
貴
重
な
体
験
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
運
営
専
務　

鈴
木　

康
史
）

佐藤宇都宮市長にも
ご参加いただきました

全国大会北海道いわみざわ大会に
参加したメンバー

　

豊
か
な
自
然
環
境
で
育
っ
た
産
物

を
確
か
な
技
術
で
お
届
け
し
て
い
る

「
宇
都
宮
雷
都
物
語
」。
宇
都
宮
雷
都

物
語
メ
ー
カ
ー
協
議
会
で
は
、
お
す

す
め
の
商
品
を
会
員
の
皆
様
に
抽
選

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

本
号
で
は
㈱
こ
め
よ
し
の「
栃
木

し
ゃ
も
」を
３
名
さ
ま
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

【
製
造
販
売
元
】

㈱
こ
め
よ
し

☎
０
２
８-

６
6
1-

3
6
6
2

〈
応
募
概
要
〉

【
申
込
方
法
】

ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
事
業
所
名
③
氏

名
④
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
締
切
】

4
月
28
日（
金
）消
印
有
効

【
当
選
発
表
】

商
品
の
発
送
を
も
っ
て
、
発
表
に
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
応
募
先
】

〒
３
２
０-

０
８
０
６

宇
都
宮
市
中
央
３-

１-

４

宇
都
宮
商
工
会
議
所

「
宇
都
宮
雷
都
物
語
商
品
プ
レ
ゼ
ン

ト
」係

※
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、
応

募
デ
ー
タ
は
抽
選
に
か
か
わ
る
目
的

以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

宇
都
宮
雷
都
物
語宇

都
宮
雷
都
物
語
メ
ー
カ
ー
協
議
会

（
地
域
振
興
部
内
）

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

「
宇
都
宮
雷
都
物
語
」プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
第
11
弾
！

㈱
こ
め
よ
し「
栃
木
し
ゃ
も
」を

３
名
さ
ま
に
！

　高品質肉用鶏「栃木しゃも」
を鬼怒川沿いの休耕田で放し
飼い。独特の県産飼料で育
てた、安全で美味しく、独
特の歯ごたえとコクが楽しめ
るしゃも肉です。

栃木しゃも
正肉1kg  2,500円（税別）

手羽元・手羽先・ささみ各種 
1kg  1,200円（税別）

　

平
成
29
年
度
の
宇
都
宮
商
工
会
議

所
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
5
月
1

日（
月
）に
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
銀
行
窓
口
で
お
振
り
込
み

の
方
に
は
、
後
日
ご
案
内
を
送
付
し

ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

で
、
新
た
に
領
収
書
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

総
務
部
会
員
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い（
す
で
に
領
収
書
の
発
行
を
申

し
込
ん
で
い
る
方
は
、
本
年
度
も
同

様
に
発
行
し
ま
す
）。

会
員
の
皆
さ
ま
へ
お
知
ら
せ

総
務
部 

会
員
担
当

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

会
費
の
口
座
引
き
落
と
し
に
つ
い
て

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営
に
関

す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、
セ

ミ
ナ
ー
・
講
座
・
講
習
会
や
各
種

検
定
試
験
情
報
、
各
種
会
員
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
商
工
会
議
所
事
業
の

ご
案
内
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
受
信
料
は
無
料（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
料
は
、
各
自
ご
負
担
く
だ

さ
い
）。

※
ご
登
録
後
の「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

変
更
」「
配
信
停
止
」に
つ
い
て
は
、

お
手
数
で
す
が
当
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-
3
1
3
1

問合せ
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宇
都
宮
市
へ
の
要
望
に
関
す
る
回
答

　

当
所
で
は
、
平
成
28
年
12
月
２
日

（
金
）に
宇
都
宮
市
長
お
よ
び
市
議

会
議
長
あ
て
に「
平
成
29
年
度
予
算

化
お
よ
び
措
置
要
望
」を
提
出
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
２
月
20
日（
月
）

に
宇
都
宮
市
か
ら
回
答
が
あ
り
、
そ

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

な
お
、
分
量
が
多
い
た
め
、
回

答
の
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

全
文
に
つ
い
て
は
、
当
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.u

-cci.o
r.jp

/
kaigisyo/cci12.htm

l

2 

消
費
喚
起
に
つ
い
て

【
回
答
】商
工
振
興
課

　

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
で
は
、

消
費
喚
起
に
対
し
て
一
定
の
効
果
が

み
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
事

業
が
、
消
費
の
先
食
い
で
は
な
く
、

持
続
性
の
あ
る
個
人
消
費
の
底
上

げ
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か

な
ど
を
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
国
が
公
表
す
る
詳
細
な

検
証
結
果
や
、
他
市
で
実
施
さ
れ

た
商
品
券
事
業
以
外
の
様
々
な
消

費
喚
起
策
の
結
果
な
ど
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
本
市
経
済
の
活
性
化

に
効
果
的
な
手
法
に
つ
い
て
、
関
係

団
体
と
連
携
し
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

1
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の

　

整
備
促
進
に
つ
い
て

【
回
答
】交
通
政
策
課
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整

備
室

　

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
に
お
け
る

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
共
交
通
全
体
の
利
便
性
向
上
は

も
と
よ
り
、
都
市
の
魅
力
や
ブ
ラ

1 

健
康
経
営
に
対
す
る

　
 

支
援
に
つ
い
て

【
回
答
】商
工
振
興
課
、
税
制
課
、
健

康
増
進
課

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
宇
都
宮

商
工
会
議
所
や
全
国
健
康
保
険
協

会
栃
木
支
部
な
ど
で
構
成
す
る「
宇

都
宮
市
地
域
・
職
域
連
携
推
進
協

議
会
」を
設
置
し
、
情
報
や
意
見
交

換
を
行
い
、
事
業
所
の
研
修
な
ど
を

利
用
し
て
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
情

報
の
提
供
や
、「
働
く
人
の
健
康
づ

く
り
講
演
会
」に
お
い
て
中
小
企
業

に
お
け
る
健
康
経
営
の
必
要
性
や

支
援
策
の
紹
介
を
行
う
な
ど
、
中

小
企
業
の
健
康
経
営
に
対
す
る
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
は
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
企
業
の
表
彰
な
ど
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
等
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
中
小
企
業
に
お

ン
ド
力
の
向
上
、
中
心
市
街
地
の
賑

わ
い
創
出
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
早
期
の
整
備
実
現
を
図

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
現
在
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
バ
ス
の
需

要
・
収
支
予
測
に
基
づ
き
、
桜
通
り

十
文
字
付
近
か
ら
の
更
な
る
延
伸
を

含
め
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
区
間
や
大
通

り
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
バ
ス
と
の
役
割
分
担

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
年
度
末
を
目
途
に
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
駅
西
側
へ
の
導
入
に
当

た
っ
て
の
課
題
を
抽
出
す
る
と
と
も

に
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
後
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

平
成
28
年
度
に
明
ら
か
に
し
た
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ

き
、
交
通
事
業
者
や
交
通
管
理
者
、

道
路
管
理
者
等
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
バ
ス
路
線
の
再
編
の
検
討
や
大

通
り
に
お
け
る
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、
課
題
へ
の
対

応
策
を
整
理
し
た
上
で
，
Ｊ
Ｒ
宇
都

宮
駅
西
側
に
お
け
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備

概
要
を
取
り
ま
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

2 

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口

　

 

整
備
に
つ
い
て

【
回
答
】地
域
政
策
室

　

宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整
備
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
を
実
現
す
る 平

成
29
年
度 

宇
都
宮
市
へ
の
予
算
化
お
よ
び
措
置
要
望

け
る
従
業
員
の
活
力
や
生
産
の
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
中
小
企
業
の

健
康
経
営
の
導
入
促
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2 

Ｉ
Ｔ
の
利
活
用

　

 

促
進
に
つ
い
て

【
回
答
】商
工
振
興
課
、
産
業
政
策
課

　

本
市
の
中
小
企
業
に
お
け
る
Ｉ

Ｔ
利
用
の
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

Ｉ
Ｔ
化
に
対
す
る
設
備
投
資
資
金

な
ど
に
活
用
で
き
る
融
資
制
度
や

融
資
を
活
用
す
る
際
の
保
証
料
の

補
助
制
度
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｔ
化
を
含
め
た
技
術
高
度
化
に

資
す
る
設
備
投
資
経
費
の
補
助
を

行
う
ほ
か
、
県
が
実
施
す
る
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談
、

派
遣
事
業
を
案
内
す
る
な
ど
、
Ｉ

Ｔ
化
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
29
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
事
業
等
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
中
小
企
業
に

お
け
る
Ｉ
Ｔ
利
用
の
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

た
め
に
は
、
民
間
事
業
者
の
参
画

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
本
市
に
お
き

ま
し
て
は
、
民
間
事
業
者
と
意
見

交
換
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
一
部
の
事
業
者
か
ら
、
本

市
が
開
発
条
件
と
す
る
開
発
利
益

の
範
囲
で
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設
費

の
高
止
ま
り
に
よ
り
、
事
業
の
採

算
性
が
悪
化
し
て
い
る
と
の
理
由

か
ら
、
対
話
型
市
場
調
査
に
お
い
て

提
案
の
あ
り
ま
し
た
６
万
平
方

メ
ー
ト
ル
を
上
回
る
大
規
模
な
商

業
施
設
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と

の
報
告
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
大
規

模
商
業
施
設
は
、
駅
前
広
場
な
ど

に
お
け
る
交
通
渋
滞
や
既
存
商
業

施
設
へ
の
影
響
な
ど
、
課
題
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
商
業
施
設
の
規
模

縮
小
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、
さ
ら
に

追
加
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
採

算
性
の
悪
化
の
大
き
な
要
素
で
あ

る
建
設
費
の
高
騰
が
、
横
ば
い
状

態
で
続
く
の
で
は
な
い
か
と
の
見

方
も
あ
り
、
事
業
の
実
現
性
の
見

極
め
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
民

間
事
業
者
へ
の
確
認
結
果
等
を
踏
ま

1 

観
光
振
興
に
つ
い
て

【
回
答
】観
光
交
流
課
、
道
路
保
全
課

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
栃
木
県
で
Ｄ
Ｃ
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
本
市
観
光
Ｐ
Ｒ
の
絶
好
の
機
会

と
し
て
活
用
し
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
や
お
も
て
な
し
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
平
成
32
年
の「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」に
向

け
て
更
な
る
増
加
が
期
待
さ
れ
る
外

国
人
を
含
む
観
光
客
の
誘
客
促
進
と

受
入
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

① 

地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
検
討

に
つ
き
ま
し
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
増
加
な
ど
本
市
の
観
光
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
中
、
観
光
推
進
の
か
じ
取
り
役

の
機
能
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
の
観
光
推

進
組
織
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、

宇
都
宮
商
工
会
議
所
や
宇
都
宮
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
な
ど
の
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
を
進
め
て

え
、
地
区
全
体
の
本
格
整
備
の
ほ

か
、
民
間
の
事
業
採
算
の
見
通
し

が
確
保
さ
れ
る
ま
で
の
、
５
年
か

ら
10
年
程
度
の
期
間
の
暫
定
的
な

整
備
、
あ
る
い
は
、
導
入
可
能
な

施
設
を
街
区
ご
と
に
段
階
的
に
整

備
す
る
な
ど
、
柔
軟
な
事
業
化
方

策
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
上
で
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
事
業
の
進

め
方
を
決
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
業
の
検

討
状
況
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
、
市
議
会
等
を
通
じ
て
明

ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
、
事
業
の
推
進

に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
市
民
に
情

報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
団
体
等
と
の
意
見

交
換
の
場
を
設
定
し
て
ま
い
り
ま

す
。

3 

本
市
の

　

 

知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

【
回
答
】広
報
広
聴
課
、
観
光
交
流
課

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
市
の

イ
メ
ー
ジ
・
魅
力
を
高
め
、
市
民
が

誇
り
を
持
っ
て
住
み
続
け
、
ま
た
、

市
外
の
人
や
企
業
か
ら
選
ば
れ
る
都

市
と
な
る
た
め
、
宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
指
針
を
策
定
し
、「
住
め
ば
愉

快
だ
宇
都
宮
」
を
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
、
オ
ー
ル
宇
都
宮
体
制
で
、

様
々
な
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
取
り
組
ん

ま
い
り
ま
す
。

② 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
お
も
て

な
し
の
強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
外

国
人
観
光
客
の
案
内
の
充
実
を
図
る

た
め
、
外
国
人
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映

像
・
観
光
ア
プ
リ
の
多
言
語
化
、
公

衆
無
線
L
A
N
の
設
置
な
ど
、
外
国

人
観
光
客
へ
の
情
報
発
信
強
化
や
受

入
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
案
内
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
官
民
協
同
で
設
置
し
た「
お

も
て
な
し
推
進
委
員
会
」に
お
き
ま

し
て
、
飲
食
店
や
交
通
事
業
者
等
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、

お
も
て
な
し
向
上
に
向
け
た
啓
発
事

業
も
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る

場
所
へ
の
公
衆
無
線
L
A
N
の
設
置

や
飲
食
店
に
お
け
る
メ
ニ
ュ
ー
の
多

言
語
化
な
ど
に
対
し
、
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
通
訳
の
特
例
ガ

イ
ド
制
度
の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
国
に
お
き
ま
し
て
、
通
訳
案

内
士
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
動
向
を

注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
東
京
圏
と
の
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
を
生
か
し
、
東
京
圏
と

本
市
に
仕
事
や
暮
ら
し
の
拠
点
を
置

く「
２
地
域
生
活
」を
楽
し
む「
ダ
ブ

ル
プ
レ
イ
ス
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
ツ
ア
ー
の

実
施
の
ほ
か
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
本
市
の
暮
ら
し
よ

さ
な
ど
を
発
信
し
て
き
た
ほ
か
、
市

内
外
の
人
出
の
多
い
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
本
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ミ
ヤ
リ
ー
」を
出
動
さ
せ
る

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
生
か
し
、

本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
は
、
新
た
に
、
移

住
・
交
流
推
進
機
構
主
催
の「
移
住
・

交
流
＆
地
域
お
こ
し
フ
ェ
ア
」へ
の

出
展
や
、
経
済
の
活
性
化
等
ま
ち
づ

く
り
の
大
き
な
波
及
効
果
が
期
待
で

き
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
の
記
事
を
経
済
誌

に
掲
載
す
る
な
ど
、
全
国
的
に
本
市

の
魅
力
を
発
信
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
さ
ら
な
る
本
市
の
イ

メ
ー
ジ
・
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

関
西
圏
を
含
め
全
国
に
向
け
、
餃
子

の
ほ
か
、
自
転
車
や
石
の
里
大
谷
等

地
域
資
源
と
と
も
に
、
宇
都
宮
の
暮

ら
し
よ
さ
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を
企

業
や
団
体
と
連
携
し
、
よ
り
効
果
的

な
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

企
業
活
力
の
強
化
に
つ
い
て

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

回答書を矢古宇宇都宮市経済部長（右）から
受け取る佐藤専務理事（左）
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マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、

商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担

保
・
無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資
が

受
け
ら
れ
る
国（
日
本
政
策
金
融
公

庫
）の
公
的
融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方
。

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）。

◎ 

宇
都
宮
市
内（
旧
河
内
町
、
上
河
内

町
を
除
く
）で
１
年
以
上
営
業
し
て

お
り
、
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導

を
６
カ
月
以
上
受
け
て
い
る
方
。

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方
。

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度　

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ ■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
の
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.16％
（平成29年3月27日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

●	

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た
し

て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
ま
た
は
平
均
月
商
の

3
倍
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ

し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
〜
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

信
用
保
証
協
会
と
連
携

新
入
会
員
の
紹
介

平
成
28
年
12
月
1
日
～
平
成
29
年
2
月
28
日
ま
で
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成28年12月1日～平成29年2月28日加入分（順不同・敬称略）  　　　　　　　　　　※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目

㈱ＮＥＸＲＡＩＳＥ 宇都宮市馬場通り3-3-3 ナインローズ 3階 090-7821-1514 飲食（ダイニングバー）

甘味処　みつはな 宇都宮市中央5-16-19 渋谷ビル1F 028-611-3323 飲食（甘味等）

㈱サンキョウ創建 宇都宮市御幸ケ原町136-69 028-678-6682 建設（各種塗装・リフォーム全般）

丸宇興業㈱ 河内郡上三川町上郷1927 0285-55-2107 建設（とび工事）

㈱永神工業 宇都宮市中岡本町2531-13 028-673-6140 建設（土木工事）

和食　関 宇都宮市中央2-7-8 SSビル1F 028-612-2099 飲食（和食）

Designing Future Language Institute 宇都宮市大谷町1899-47 080-6897-0943 サービス（英文メール代行、英語研修）

和ら美亭 宇都宮市西川田5-10-21 090-8729-7316 食品加工（京薬味・京薬茶）

玄工業 宇都宮市緑3-34-23 028-688-7779 建設（工場等板金）

㈱末広美装 宇都宮市宝木町2-1064-27 028-680-5137 建設（建築塗装・防水・板金）

㈱アルファコンサルティング　とちぎオフィス 宇都宮市下栗町2292-8 028-680-5506 保険代理（生保・損保）

㈲三愛保険事務所 宇都宮市簗瀬町1910-1 028-632-3300 保険代理（生保・損保）

㈱ＣＡＲＥＶＯ 福島県郡山市安積町荒井字大久保56-7 024-947-0619 オートリース取次

Ｎｅｘｔ　Ｓｍｉｌｅ 鹿沼市久野1341-1 090-7725-9369 卸売（食品全般）

㈱ジェネックス 宇都宮市中央3-1-4 栃木県産業会館3F宇都宮ベンチャーズﾞ 028-616-8616 広告代理（デジタルサイネージ）

select shop codama 宇都宮市塙田3-5-24 田村ビル2F西側区画 080-1107-9259 小売（レディース衣料）

北信州野沢温泉すみよし也 宇都宮市本町12-31 びぜんや栗原ビル１Fミナミ 028-624-7776 飲食（和食）

ＭＭアウトソーシング㈱ 宇都宮市元今泉3-23-18 028-634-7226 アウトソーシング（総務業務等）

㈱高石コーポレーション 宇都宮市川田町1051 028-651-0033 介護（サービス付高齢者住宅等）

㈱今泉ファーム 宇都宮市兵庫塚町172-2 028-654-2150 不動産管理

新東化工㈱ 宇都宮市上横倉町775-6 028-615-7437 建設（プラント設備）

ヘアサロンＥｉｊｉ 宇都宮市東宿郷2-1-8 028-632-1488 美容（カット・パーマ、エステ）

(合同)ＦＲＥＥＢＩＲＤ 宇都宮市鶴田町2908-2 070-4097-5830 サービス（小規模保育等）

㈱ディーエフシー 宇都宮市野沢町642-26 028-666-8200 建設（総合、リフォーム）

㈱デジロウ 宇都宮市大谷町1174 090-4825-6171 ソフトウェア開発

ヤマコシ工芸 宇都宮市野沢町4-61 028-665-0404 屋外広告（一般看板・彫刻文字等）

㈱リ・プラ 宇都宮市平出町1103-6 028-662-8232 リサイクル（古紙・金属スクラップﾟ）家事代行

ｃｌｅａｎ倶楽部　凜 宇都宮市上野町6064-13 090-4749-8667 ハウスクリーニング

大類建築 日光市若杉町1255-1 080-1256-7070 建設（一般住宅）

㈱プロボックス 宇都宮市峰1-22-3 028-634-5552 小売（自動車販売・整備等）

㈲手塚左官店 宇都宮市東今泉2-2-7 028-662-4917 建設（左官・タイル）

㈱エムワイシー 宇都宮市御幸ヶ原町39-61 028-678-6011 卸売（事務機器等）

bamboo forest kitchen 宇都宮市宝木町2-2567-9 028-306-3144 飲食（中華）

㈲三省エンジニア 宇都宮市花房3-1-27 028-612-6077 建設（電気工事）

㈱ヤスノプランニング 宇都宮市西川田町1092 028-658-4468 印刷（一般商業）

(合同)うしお事務所 那須塩原市扇町5-1 080-1328-4546 サービス（中小企業診断士等）

 



商工会議所共済制度

　当所会員事業所から、「商工会議所の担当者と名乗る者から、退職金や保険について、電話での勧誘があった」との問い合わせが
数件寄せられました。保険会社が商工会議所を名乗っての営業活動は行っていませんので、ご注意いただきますようお願いしま
す。なお、不審な電話を受けた場合には、当所総務部までご連絡ください。

商工会議所を名乗る「退職金や保険」の

電話勧誘にご注意ください！！

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

1415 April 2017

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

4月の
ふれあい共済等

振替日

4月22日（金）

■企業年金相談
相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ 総務部

■税務相談
相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員 税理士　
問合せ 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、 相談員を
　　　　 派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）

日　時 4月11日、5月9日  午後１時30分〜４時30分
受　付 午後1時〜 3時（先着10人まで）
内　容 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、 不渡手形の処理方法、
 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員 弁護士 
問合せ 経営支援部

■1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）

日　時 4月21日
 午後１時３０分〜４時３０分
受　付 午後１時〜４時
内　容 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員 弁理士 
問合せ 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの
各分野の専門家が、
悩みを解決します。

法律相談・ 1 日知財窓口
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

相談
無料

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
事
業
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に

よ
る
次
世
代
へ
の
経
営
資
源
の
ス

ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援
す
る
た
め
、

当
所
が
国
か
ら
委
託
を
受
け
た
公

的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
様
々
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

ま
だ
な
ん
と
か
な
る
…
も
う
少

し
頑
張
れ
ば
…
と
、
事
業
を
続
け

て
い
る
う
ち
に
、
事
態
は
よ
り
深

刻
に
な
り
、
傷
口
を
大
き
く
広
げ

る
事
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

経
営
不
振
に
陥
っ
た
時
は「
早
期

に
適
切
な
手
を
打
つ
」こ
と
が
、
倒

産
を
防
ぐ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

経
営
の
先
行
き
に
不
安
が
生
じ
た

ら
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家

経
営
不
振
は
早
期
の
対
応
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
！

専
門
家
と
と
も
に
、ご
相
談
を
承
り
ま
す
!!

経
営
安
定
特
別
相
談
室

と
と
も
に
ご
相
談
に
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

で
す
。

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

当
所
で
は
、４
月
17
日（
月
）か

ら
６
月
30
日（
金
）に
か
け
て
、福

祉
団
体
定
期
保
険
の
引
受
会
社

で
あ
る
ア
ク
サ
生
命
と
共
同
で
、

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、制
度
の

内
容
を
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、会
員
事
業
所
の
福
利

厚
生
の
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ

く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

本
制
度
の
特
徴
は
、経
営
者
・
役

員
の
皆
さ
ま
の
保
障
や
退
職
金
準

備
金
ほ
か
、入
院
・
介
護
・
老
後
に

備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
保
障
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、当
所

職
員
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
の
社
員

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

※
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
と
は

　

商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉

制
度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し

全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
と
ア
ク

サ
生
命
保
険
㈱
で
運
営
し
て
い
る

組
織
で
す
。

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福

祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
あ
わ
せ

て
栃
木
県
内
商
工
会
議
所
と
共
に

県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
し

て
い
ま
す
。保
険
や
共
済
の
ご
成
約

の
方
に
は（
栃
木
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に「
保
険
証
券
分
析
」を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。現
在
ご
加
入
の
保
険
内

容
が
ご
自
身
に
合
っ
た
も
の
か
ど

う
か
の
確
認
を
ア
ク
サ
生
命
保
険

㈱
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。ご
相
談
い
た
だ

い
た
方
に
は（
鬼
あ
ら
れ
）を
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　完熟した苺「とちおとめ」
の風味をそのままに、桝金
独自の製法で極上のジャム
に仕上げました。

国産のもち米を独自の製法
でカリッと仕上げた「鬼あら
れ」は、もち米の風味とピー
ナッツの香りがあいまった小
粒タイプです。

栃木いちごジャム

鬼あられ
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当
店
は
、
中
国
料
理
を
中
心
に
、

タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国

の
料
理
を
提
供
し
て
ま
す
。
ま
た
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
創
作
料
理
な
ど
も
オ

ス
ス
メ
で
す
。
宴
会
や
各
種
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
ご
予
算
に
応
じ
て
承
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。
ぜ
ひ
！	

お
仲
間
と
食
の
ア

ジ
ア
旅
行
に
！！

 「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 有限会社 随想舎

☎028-616-6605 5028-616-6607
有限会社  栃木広告社

☎028-639-1115 5028-639-1116

入会希望事業所を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎028-637-3131 5028-634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

※ご希望の方は、
総務部までご連絡ください。
申込書をFAXで送信します。

会員企業展示コーナー

　

総
務
部

　
☎	

0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

	

0
2
8-

6
3
4-

8
6
9
4

問合せ

■
投
稿
先

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所

 

会
報
「
天
地
人
」

 

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。
〈 問合せ〉　総務部 ☎028-６３７-３１３１

業種　飲食 代表		永見	彰宏さん

〈所在地〉宇都宮市宝木町2-2567-9
ランチ	午前11時30分～午後２時

(ラストオーダー)
ディナー	午後６時～１０時
(９時３０分ラストオーダー)

〈定休日〉水曜日
 ☎6028-306-3144

bamboo	forest	kitchen

信
号
の
赤
あ
た
た
か
き
子
連
れ
鴨

春
風
が
か
ら
か
ら
ミ
ニ
の
膝
小
僧

名
も
知
ら
ぬ
鳥
が
来
て
お
り
庭
の
春

水
ゆ
る
む
厨

く
り
や
の
妻
の
声
も
明
る
く

義
理
チ
ョ
コ
に
父
も
一
日
温
か
し

婆ば
ば

の
ま
た
一ひ

と
う
り人
と
な
る
雛
納
め

ド
ク
タ
ー
も
マ
ス
ク
の
下
の
花
粉
症

古
本
の
匂
い
う
れ
し
き
本
の
虫

熟
年
の
ボ
デ
ー
チ
ェ
ッ
ク
で
持
ち
直
し

歳
と
い
う
も
の
へ
落
付
く
皺
の
数

宮
田　
　

仁

柏
村
久
美
子

古
内
か
お
る

福
士
美
枝
子

西
宮　
　

久

小
野
口　

博

伊
藤　

王
子

鈴
木　
　

茂

御
牧　

秀
世

星　
　

政
造

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
農
業
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
235
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
車
の
列
も
し
ず
し
ず
と
ゆ
く
。

〈
評
〉
古
き
畳
へ
伸
ば
す
両
足
。

〈
評
〉
明
日
の
餌
を
整
え
て
待
つ
。

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

気
合
は
気
を

合
わ
せ
る
と
書
き
ま
す
。

自
分
だ
け
で
気
が

高
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

周
囲
と
の
調
和
に
よ
っ
て

気
は
高
ま
る
の
で
す
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　書道家。熊本育ち。３歳から母である双
葉（そうよう）に師事。東京理科大学、Ｎ
ＴＴ退社後、ストリートからはじめる。Ｎ
ＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」
など数々の題字を手がける。全国でユニー
クな個展を開催。著書は、作品集【絆】、【上
機嫌のすすめ】など 20を超える。書道教
室は約３００名（２００５年より満席状態
が続く）。公式ブログ「書の力」のアクセ
ス数は、１日５万を超える。 
⇒ http://ameblo.jp/souun

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ
・
そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311 
企画展「とちぎの山・鉾・屋台」
4月29日（土）〜6月15日（木）
ユネスコ無形文化遺産登録記念。県内の山・鉾・屋台に特徴のある
祭礼に関して烏山の山あげ行事と鹿沼今宮神社の屋台行事を中心
に紹介（同館パンフより）。
一般=250円／大・高校生=120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「宇都宮美術館開館20周年記念・ベルギー　奇想と幻想展」
5月7日（日）まで
ベルギーは、幻想を写実的に描く油彩画の伝統を500年にわたり紡
いできた。ボスやブリューゲルの流れをくむ奇想から19世紀の象徴
派、そして現代までをおよそ80点の作品によって紹介（同館HPより）。
一般=1,000円／大高生=800円／小・中学生=600円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「まなざしの洋画史−近代ヨーロッパから現代日本まで」
4月22日（土）〜7月2日（日）
2018年に開館30周年を迎える茨城県近代美術館のリニューアル
を前に、同館と栃木県立美術館所蔵の洋画の数々を結集。ルノワー
ルから黒田清輝など約100点を展示（同館HPより）。
一般=800円／大・高校生=500円／中学生以下無料

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
I
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉Ｊ
Ｒ
と
地
域
が
協
同
で
観
光
に
取
り
組
む「
Ｄ
Ｃ
」が
来
年
本
県
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の「
Ｄ
Ｃ
」の「
Ｄ
」は
？

1.
2.
3.
4.
5.
8.

11.
13.
14.
15.
17.
18.
19.

1.
4.
6.
7.
9.

10.
11.
12.
14.
16.
19.
20.
21.
22.

学生たちにとって4月は？
交渉、折衝のことを英語で言うと？
他人の心に○○○で踏み込むような言動は良くないです

「武士道とは死ぬことと見つけたり」という書は？
魚肉などの身をそいだもの

「ここの部分壊れた。○○はあったっけ」などと
「あの人は本音と○○○○を使い分けるのがうまいね」などと
朝の電車やバス停は通勤○○○○に見舞われます
上司の命令や頼みには、なかなかこうとは言えません
最近あまり見かけない車体満艦飾の○○○○

「身の不安がなくなり、やっと○○○を高くして寝られる」などと
健康な人の○○○はスヤスヤと静かです

「交渉のコツは一○○、二○○、三に○○」という人も

企業や新社会人にとって4月は？
歯ごたえがあっておいしいレンコンは○○の根を利用
ソバ粉を熱湯で練った食べ物
最近のサラリーマンの昼食はこれの他に弁当持参も増えているとか
最近は運動会での「○○体操」の危険性が問題化しています
よく言います。「○○で鯛を釣る」
焼肉は肉も重要ですがこれもおいしさを引き立てます

「○○○コンテンツ」「○○○細胞」「マダム○○○」
十二星座のひとつ、九月上旬に真南に現れる○○座。中国では「南斗六星」
長崎県の対島に生息する天然記念物の動物
公務員などが職権や地位を利用して不正に利益を得る行為
ラグビーのスクラムで出たボールを味方に配球する役目の「ナンバー○○○」
俗に「じじばば」と呼ばれる春の東洋ラン
アカデミー賞の授賞式には多くのスターが○○星の如く参列する

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

ダ
ウ
ン
シ
フ
タ
ー

● 

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
し

　

上
げ
ま
す
。

 

締
め
切
り
4
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

 

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

日
本
最
古
の
歴
史
書
、『
日
本
書

紀
』。
古
代
か
ら
戦
前
ま
で
、
そ
の
記

述
は
正
当
な
歴
史
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
現
代
で
は
、
同
書
は「
政
治

的
な
戦
い
に
勝
利
し
た
側
の
人
々
に
よ

る
、
自
分
た
ち
を
正
当
化
す
る
歴
史

解
釈
の
書
」と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
こ
の
、
あ
る
意
味
で
極
め
て

思
想
的
な
意
図
を
持
っ
た「
歴
史
書
」が

ど
の
よ
う
に
成
立
し
、
そ
の
後
古
代
か

ら
近
代
に
い
た
る
ま
で
ど
の
よ
う
に
受

容
さ
れ
て
き
た
か
を
た
ど
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た「
十
七
条
の
憲
法
」や「
大
化
の

改
新
」な
ど
、
以
前
は
歴
史
的
事
実
と

考
え
ら
れ
て
い
た
記
述
に
つ
い
て
も
再

考
を
迫
っ
て
い
き
ま
す
。「
歴
史
」と
は

何
か
、「
歴
史
書
」と
は
何
か
を
も
う		

一	

度
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
で
す
。

『「
日
本
書
紀
」の
呪
縛
』

吉
田 

一 

彦［
著
］

集
英
社
新
書

7
6
0
円
＋
税

「気合」
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四
月
十
三
日（
木
）
～
十
七
日（
月
）　

弥
生
祭（
日
光
市
日
光
）

　

奈
良
時
代
か
ら
続
く
日
光
二
荒
山
神
社
の

例
祭
。
古
か
ら
の
し
き
た
り
と
格
式
を
重
ん

じ
る
た
め
、
町
内
同
士
で
い
ざ
こ
ざ
が
よ
く

発
生
す
る
。
別
名「
ご
た
祭
り
」。
見
ど
こ
ろ

は
、
東
町
、
西
町
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
花
家

体
。
日
光
の
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
祭
り
で

あ
る
。
十
六
日（
日
）に
は
宵
祭
が
行
わ
れ
る
。

四
月
十
六
日（
日
）

唐
澤
山
神
社
奉
納
武
道
大
会（
佐
野
市
）

　

唐
澤
城
本
丸
跡
に
建
つ
唐
澤
山
神
社
は
、

む
か
で
退
治
の
伝
説
や
平
将
門
を
滅
ぼ
し
た

藤
原
秀
郷
を
祀
る
社
。
こ
の
日
境
内
で
、
柔

道
、
弓
道
、
剣
道
の
試
合
が
奉
納
さ
れ
る
。

二
十
三
日（
月
）に
は
、春
の
大
祭
が
行
わ
れ
る
。

五
月
三
日（
水
・
祝
）

足
尾
ま
つ
り（
日
光
市
・
足
尾
）

か
つ
て
足
尾
銅
山
が
栄
え
て
い
た
こ
ろ
山
神

社
は
、
銅
山
の
守
り
神
だ
っ
た
。
閉
山
後
、

そ
の
山
神
祭
を
受
け
継
ぎ
町
民
に
よ
り「
足
尾

ま
つ
り
」が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
車
、

神
輿
が
町
内
を
練
り
歩
く
。
雨
天
は
翌
日
に

順
延
。

五
月
五
日（
金
・
祝
）

間
々
田
の
蛇
祭
り（
小
山
市
）

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
間
々
田
の
鎮
守
八
幡

宮
の
祭
り
。
五
穀
豊
穣
と
疫
病
退
散
を
祈
願

し
、「
ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
」の
掛
け
声
と
と
も
に
、

蛇
を
形
作
っ
た
全
長
十
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
七
体
の
蛇
体
を
町
民
が
担
い
で
練
り
歩
く

奇
祭
。

宇
都
宮
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
顧
問  

柏
村  

祐
司

第06回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20174月〜   5月 卯月─皐月

(写真提供：柏村祐司	『栃木の祭り』より)

　

平
成
二
十
八
年
、
宇
都
宮
市

の
文
化
財
と
し
て
額
装
の
愛あ

い
ぜ
ん染
明

王
図
が
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
栃
木
県
立
博
物
館
で
は
、

二
十
九
年
新
年
早
々
開
催
さ
れ
た

「
宇
都
宮
ゆ
か
り
の
画
人
」展
の

中
で
、
こ
の
愛
染
明
王
図
を
展
示

し
好
評
を
博
し
た
。

　

愛
染
明
王
図
は
、
市
内
三
番

町
に
住
む
、
元
染
色
業
を
営
ん

で
い
た
家
で
所
蔵
す
る
も
の
で
あ

る
。
創
業
は
文
化
年
間（
一八
〇
四

〜一
七
）で
、
天
保
年
間（
一
八
三
〇

〜
四
四
）に
現
在
地
に
移
り
住
ん

だ
と
さ
れ
る
。
創
業
の
頃
の
染
色

業
は
、
タ
デ
藍
を
発
酵
さ
せ
て
作

る
藍
玉
を
原
料
と
す
る
技
法
が
主

流
で
あ
り
、
染
色
は
も
っ
ぱ
ら
紺

色
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
染
色
業
者
は

「
紺こ

う
や屋
」と
呼
ば
れ
た
。

　

宇
都
宮
市
で
は
江
戸
時
代
か

ら
明
治
期
に
か
け
て
、
地
元
で
織

ら
れ
た
木
綿
地
を
染
め
る
染
色
業

が
盛
ん
と
な
っ
た
。
こ
の
地
元
産

の
木
綿
地
を
宮み

や
は
た機
と
い
い
そ
れ
を

藍
で
染
め
た
も
の
を「
宮み

や
ぞ
め染

」と
い

う
。
明
治
期
、
宮
機
と
宮
染
は
、

宇
都
宮
市
を
代
表
す
る
地
場
産

業
で
あ
っ
た
。
染
色
に
は
流
水
を

必
要
と
し
た
こ
と
か
ら
田
川
や
釜

川
沿
い
に
は
、
宮
染
を
行
う
業
者

が
立
ち
並
び
、
明
治
三
十
七
年
に

は
四
十
軒
を
数
え
た
と
い
う
。
と

こ
ろ
が
宮
機
の
衰
退
と
と
も
に
宮

染
も
衰
退
し
、
業
者
そ
の
も
の
の

減
少
は
も
と
よ
り
、
天
然
藍
に
代

わ
っ
て
取
扱
い
が
容
易
な
化
学
染

料
を
用
い
た
注
染
に
よ
る
中ち

ゅ
う
が
た形

加

工（
浴
衣
地
）・
手
拭
地
・
雑
染
め

な
ど
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
愛
染
明

王
図
を
所
蔵
す
る
家
は
、
昭
和

五
〇
年
代
ま
で
染
色
業
を
営
ん
だ

と
い
い
、
こ
う
し
た
宮
染
の
歴
史

の
変
遷
を
た
ど
っ
た
家
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
伝
統
的
な
手
仕
事
に

従
事
す
る
職
人
の
間
で
は
、
守
り

本
尊
と
し
て
特
定
の
神
仏
を
信
仰

す
る
風
習
が
あ
る
。
大
工
や
左
官

な
ど
は
、
聖
徳
太
子
を
信
仰
す

る
。
聖
徳
太
子
が
法
隆
寺
建
築

の
際
に
、
大
工
や
左
官
な
ど
を
尊

重
し
た
か
ら
と
い
う
。
漆
塗
職
人

は
、虚こ

く

ぞ

う

空
蔵
菩
薩
を
信
仰
す
る
が
、

漆
塗
り
に
お
け
る
コ
ク
ソ
と
い
う

技
法
が
虚
空
蔵
と
音
が
似
て
い
る

か
ら
と
い
う
。
一
方
染
色
業
者
は
、

愛
染
明
王
を
信
仰
す
る
。
愛
染

明
王
は
密
教
の
仏
で
あ
る
が
、
愛

染
と
藍
染
が
同
音
に
な
る
こ
と
か

ら
、
藍
染
業
者
は
愛
染
明
王
を

守
り
本
尊
と
し
た
の
で
あ
る
。
愛

染
明
王
図
の
所
蔵
家
で
は「
正
七 

二
十
六
」と
称
し
、
旧
暦
の
一
月
と

七
月
の
二
十
六
日
に
愛
染
明
王
の

祭
り
が
行
わ
れ
た
。
愛
染
明
王
図

は
も
と
も
と
掛
け
軸
で
あ
る
。
こ

れ
を
仕
事
場
に
設
置
し
た
神
棚
に

下
げ
、
特
別
な
膳
に
盛
っ
た
供
物

を
供
え
商
売
繁
盛
を
祈
っ
た
と
い

う
。

　

さ
て
、
こ
の
愛
染
明
王
図
で
あ

る
が
、作
者
は
狩
野
梅
春
貞
信（
？

〜
安
政
五
年
・一
八
五
八
）で
、
制

作
年
は
嘉
永
元（
一
八
四
八
）年
で

あ
る
。作
者
の
狩
野
梅
春
貞
信
は
、

宇
都
宮
の
池
上
町
出
身
で
、
梅

渓
鈴
木
賢
直
と
も
い
い
、
の
ち
表

絵
師
の
深
川
水
場
狩
野
家
を
継

ぎ
、
嘉
永
年
間
の
日
光
東
照
宮
修

繕
に
携
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
お
も

な
作
品
に「
釈
迦
三
尊
十
六
羅
漢

図
」（
桂
林
寺
、
県
指
定
）や「
釈

迦
如
来
像
」（
延
命
院
市
指
定
）、

「
白び

や
く
え衣
観
音
像
」（
真
岡
市
・
芳

全
寺
）等
が
あ
る
。
愛
染
明
王
図

は
、
細
密
か
つ
本
格
的
な
仏
画
作

例
で
あ
り
、
梅
春
貞
信
の
仏
絵
師

と
し
て
の
優
れ
た
力
量
を
示
す
数

少
な
い
作
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
宇
都
宮
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
一
般
に
紺
屋
で
は
正
月
二
日
の

仕
事
初
に
、
愛
染
明
王
の
祭
り
を

行
う
が
、
こ
の
時
、
仕
事
場
の
神

棚
に
は
半
紙
を
藍
甕
に
浸
し
た
だ

け
の
も
の
を
飾
る
。
こ
れ
ほ
ど
立

派
な
掛
け
軸
を
飾
る
家
は
聞
か
な

い
。

「  

紺
屋
の
守
り
本
尊 

愛
染
明
王 

」

愛染
明王図

（宇都宮市教育委員会提供）
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平
成
28
年
10
月
19
日（
水
）に「
第
３
回
新
商

品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
し
た
各
社
と
商
品
の

紹
介
を
誌
上
で
行
い
ま
す
。
今
回
は
２
社
ご

紹
介
し
ま
す
。
㈲
石
川
印
刷
所「
餃
子
ス
イ

ー
ツ
」と
㈱
さ
か
も
と「
Ｂビ

ド

コ

ロ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
」

で
す
。

地域コラボの新商品、餃子スイーツ
「フルーツコンポート」

「和」のデザインと技術を駆使した、
新しいトイレの提案

合同プレス発表会で商品紹介をする
㈲石川印刷所の金柿社長

発表会で説明する
㈱さかもとの坂本専務

ＢＩＤＯＣＯＲＯブランドのトイレ
（ウレタン塗装仕上げ）

㈲石川印刷所
コミュニティ徳

と く じ ら

次郎

ＢＩＤＯＣＯＲＯ
株式会社さかもと

　

宇
都
宮
名
物
の
餃
子
の
形
の
中

に
、季
節
の
果
物
が
入
っ
た
お
し
ゃ

れ
な
ス
イ
ー
ツ「
餃
子
ス
イ
ー
ツ
」

を
開
発
、
販
売
し
て
い
る
の
が
、

徳
次
郎
町
を
中
心
に
活
躍
し
て
い

る
農
家
６
軒
と
、
企
業
２
社
に
よ

る「
農
村
共
同
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
徳

次
郎
」で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
１
人
、
㈲
石
川
印

刷
所
の
金
柿
説
生
社
長
は
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
徳
次
郎
で
は
農
業
体

験
や
自
然
散
策
、
餅
つ
き
体
験
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
・
活
動
を
通

じ
て
、
食
と
農
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て『
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
徳
次
郎
』を
運
営
し
、

活
動
拠
点
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
で
出
す
デ
ザ
ー
ト
と
し

て
開
発
し
た
の
が
餃
子
ス

イ
ー
ツ『
フ
ル
ー
ツ
コ
ン

ポ
ー
ト
』で
す
」

　

試
作
を
重
ね
て
平
成
28

年
秋
に
完
成
し
た
の
が
、

　
「
数
年
前
に
、
あ
る
大
手
企
業

が
運
営
す
る
ト
イ
レ
博
物
館
を
見

学
し
た
の
で
す
。
そ
こ
で
見
た
、

昔
の
陶
製
の
す
ば
ら
し
い
便
器
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
日
本
の
伝

統
技
術
を
生
か
し
た
ト
イ
レ
を
、

ぜ
ひ
開
発
し
た
い

ー
そ
れ
が

ブ
ラ
ン
ド『
Ｂ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

（
ビ
ド
コ
ロ
）』の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
」

　

そ
う
話
す
㈱
さ
か
も
と
の
坂
本

英
典
専
務
。
試
行
錯
誤
の
上
で
き

あ
が
っ
た
の
が
、
漆
塗
り
や
蒔
絵

技
術
を
使
っ
た
美
し
い
ト
イ
レ
で

し
た
。
漆
塗
り
は
、
宇
都
宮
市
内

に
工
房
を
持
つ
漆
職
人
で
、
全
国

的
に
も
知
名
度
の
高
い
宮
原
隆
岳

さ
ん
・
楓
翠
さ
ん
父
子
が
手
が
け

て
い
ま
す
。

地
元
産
の
無い

ち
じ
く

花
果
を
赤
ワ
イ
ン
で

煮
詰
め
、
そ
れ
を
パ
イ
の
よ
う
に

餃
子
の
皮
に
包
ん
だ「
無
花
果
の
赤

ワ
イ
ン
コ
ン
ポ
ー
ト
」で
し
た
。
合

同
プ
レ
ス
発
表
会
で
発
表
後
、
農

村
共
同
館
の「
宇
都
宮
餃
子
さ
つ

き
」で
デ
ザ
ー
ト
や
お
土
産
と
し
て

発
売
し
た
と
こ
ろ
、
大
好
評
で
し

た
。

　
「
現
在
は
徳
次
郎
産
の
キ
ウ
イ
の

白
ワ
イ
ン
コ
ン
ポ
ー
ト
、
栃
木
県

名
産
の
と
ち
お
と
め
の
ミ
ル
ク
コ

ン
ポ
ー
ト
の
３
種
類
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
主
体
に
販
売
し
て
い
ま

す
」

　

使
用
し
て
い
る
の
は
、
通
常
の

商
品
に
な
り
に
く
い
、
規
格
外
品
。

形
は
悪
い
け
れ
ど
も
お
い
し
さ
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
農
家

が
丹
精
込
め
て
育
て
た
果
物
な
の

で
、
何
と
か
生
か
し
た
い
！！
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
徳
次
郎
の
メ
ン
バ
ー
の
気

持
ち
が
、
新
し
い
名
物
を
生
み
出

し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
地
域
活
性
化
と
若
手
就
労
者
支

援
が
、
私
た
ち
の
活
動
目
的
。
こ

の
コ
ン
ポ
ー
ト
の
売
上
か
ら
経
費

を
差
し
引
い
た
残
り
を
活
動
資
金

に
し
て
い
き
、
こ
れ
か
ら
も
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
新
し
い
商
品
開
発
も
企
画

し
て
い
ま
す
よ
」（
金
柿
社
長
）

　

商
品
は「
草
」（
無
地
・
ウ
レ
タ

ン
塗
装
仕
上
げ
）か
ら「
真
」（
蓋

を
漆
仕
上
げ
、
金
粉
蒔
絵
他
オ
プ

シ
ョ
ン
あ
り
）ま
で
の
３
グ
レ
ー

ド
に
分
か
れ
、
朱
赤
・
漆
黒
・
群

青
の
３
色（「
真
」は
朱
赤
と
漆
黒

の
み
）を
用
意
。
い
ず
れ
の
色
も

日
本
の
伝
統
色
を
、
苦
心
の
末
に

再
現
し
て
い
ま
す
。

　
「
蓋
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
な
の

で
漆
と
相
性
が
い
い
の
で
す
が
、

ボ
デ
ィ
は
陶
器
製
な
の
で
色
が
乗

り
づ
ら
く
、
青
年
部
の
仲
間
の
㈲

池
田
塗
装
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
仕
上
が
り

に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
」

　

ど
の
製
品
も
す
べ
て
手
づ
く

り
。
そ
れ
だ
け
に
プ
レ
ミ
ア
感
も

高
く
、
展
示
会
で
は
大
好
評
だ

そ
う
で
す
。
坂
本
専
務
は「
今
後

は
そ
の
人
気
の
高
さ
を
受
注
に
つ

な
げ
、
ビ
ジ
ネ
ス
規
模
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
ま

す
。

　
「
便
器
単
体
で
は
な

く
、
ト
イ
レ
空
間
全
体

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
提
案
で

す
。
ト
イ
レ
に
入
る
の

は
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
で

す
が
、
そ
れ
を
今
ま
で

に
体
験
し
た
こ
と
の
な

い
、
驚
き
や
感
動
の
ひ

と
と
き
と
し
て
ご
提
供

し
た
い
と
思
い
ま
す
」

有限会社石川印刷所  宇都宮市睦町9-21  　1028-635-5681（代）  コミュニティ徳次郎公式サイト http://www.tokujira.com

ＢＩＤＯＣＯＲＯ（株式会社さかもと）  宇都宮市問屋町3172-55  　1028-656-3188  http://bidocoro.jp

有
限
会
社
石
川
印
刷
所

代
表
取
締
役　

金
柿
説
生
さ
ん

株
式
会
社
さ
か
も
と

専
務
取
締
役　

坂
本
英
典
さ
ん

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

餃子スイーツ「フルーツコンポート」

　

会
議
や
商
談
、
接
客
中
で
あ
っ

て
も
、
緊
急
時
に
は
途
中
で
席
を

外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
の
態
度
や
行

動
、
言
葉
遣
い
な
ど
に
お
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
マ
ナ
ー
が
求
め
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
社
内
で
の
「
中
座
マ

ナ
ー
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

社
内
で
の
打
ち
合
わ
せ
中
、
取
引

先
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
場
合
、
基

本
的
に
は
電
話
に
出
ま
す
。「
大

し
た
用
件
で
は
な
い
」
と
予
想
で

き
て
も
、
き
ち
ん
と
対
応
す
る
の

が
マ
ナ
ー
で
す
。
た
だ
し
、
必
ず

周
囲
に
「
お
客
さ
ま
か
ら
の
電
話

な
の
で
、
い
っ
た
ん
中
座
し
ま
す
」

と
断
り
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
部
下

と
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
、
つ
い
な
い

が
し
ろ
に
し
が
ち
で
す
が
、「
親
し

き
仲
に
も
礼
儀
あ
り
」
で
す
。

　

社
内
の
会
議
は
、
打
ち
合
わ
せ

よ
り
も
重
要
度
が
高
く
な
り
ま

す
。
会
議
を
中
断
す
れ
ば
参
加
者

の
集
中
力
が
下
が
り
ま
す
し
、
中

断
し
た
時
間
も
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
中
座
は
避
け
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
携
帯
電
話
は
マ
ナ
ー

モ
ー
ド
に
し
て
お
き
ま
す
。
会
議

中
、
取
引
先
か
ら
の
着
信
が
あ
っ

て
も
出
ず
に
、
会
議
が
終
わ
っ
て

か
ら
か
け
直
し
て
お
わ
び
を
伝
え

ま
す
。
ま
た
、
社
内
の
固
定
電
話

に
取
引
先
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
場

合
も
、
会
議
中
は
取
り
次
が
な
い

よ
う
徹
底
し
て
お
き
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
中
座
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
や
、
会
議
終
了
時

刻
が
次
の
ア
ポ
イ
ン
ト
に
間
に
合
わ

な
い
場
合
は
、
事
前
に
司
会
者
に

そ
の
旨
を
伝
え
て
お
き
ま
す
。
そ

し
て
、
中
座
の
時
間
が
来
た
ら
、

あ
る
発
言
が
終
わ
る
な
ど
会
議
の

流
れ
が
いっ
た
ん
止
ま
っ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
申
し
出
ま
す
。
い
き
な
り「
中

座
し
ま
す
」
と
宣
言
せ
ず
、
許
可

を
求
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

そ
れ
か
ら
、「
後
は
よ
ろ
し
く
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
て
か
ら
中
座
す
る

よ
う
に
し
ま
す
。

　

社
内
で
、
取
引
先
と
商
談
中
の

場
合
も
、
会
議
の
場
合
と
同
様
で

す
。
原
則
と
し
て
携
帯
電
話
は
マ

ナ
ー
モ
ー
ド
に
し
て
お
き
、
か
か
っ

て
き
て
も
出
な
く
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
固
定
電
話
も
取
り
次
が
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
た
だ
し
、
緊

急
時
な
ど
は
例
外
で
す
。
ど
の
会

社
の
誰
か
ら
ど
ん
な
用
件
な
の
か
、

取
引
先
の
前
で
は
口
頭
で
は
な
く
、

メ
モ
で
伝
え
る
よ
う
社
員
に
徹
底

し
ま
す
。
中
座
し
て
電
話
に
出
て

も
、
な
る
べ
く
手
短
に
済
ま
せ
ま

す
。
時
間
が
か
か
り
そ
う
な
用
件

の
場
合
は
、
接
客
中
の
た
め
終
わ

り
次
第
連
絡
す
る
旨
を
先
方
に
伝

え
ま
す
。

　

取
引
先
へ
出
向
い
て
商
談
や
会

議
に
臨
む
場
合
は
、
携
帯
電
話
の

電
源
を
切
り
ま
す
。
訪
問
す
る

側
は
、
先
方
に
失
礼
の
な
い
よ
う
、

　人財育成ト㆑ーナー・ビジネスマナー講師。
大学卒業後、日系および外資系航空会社に
て国際線客室乗務員として17 年間勤務。現
在は、人財育成ト㆑ーナーとして接遇サービス、
対人コミュニケーションについての講演・研修
を企業や団体にて行う。客室乗務員時代に
身につけたファーストクラス仕様のサービスを
元にした、ユニークな研修が好評を博す。年間
１８０回以上の研修と講演をこなす。著書に、
『ファーストクラスに乗る人のシンプルな習慣』
『15 秒で口説く　エ㆑ベーターピッチの達人』
などがある。

美月  あきこ ／みづき  あきこ

知って得する
ビジネス
マナー

Business
Manner

中
座
の
ビ
ジ
ネ
スマ
ナ
ー

人
財
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト  

美
月 

あ
き
こ

最
大
限
の
配
慮
を
す
る
べ
き
だ
か

ら
で
す
。

　

た
だ
、
突
然
の
体
調
不
良
に
襲

わ
れ
た
場
合
は
、
社
内
外
を
問
わ

ず
、
ち
ょっ
と
し
た
打
ち
合
わ
せ
で

も
重
要
な
会
議
で
も
、
無
理
は
禁

物
で
す
。
周
囲
に
説
明
し
た
上
で

中
座
し
、
ま
ず
は
回
復
に
努
め
る

の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
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　今月号の特集1では、平成29年度事業計画・
収支予算を、特集2では、第4期中期事業計画
を取り上げました。
　今月から新しい年度が始まりました。今ま
で以上に必要とされる経済団体となるよう計画を遂行して
いくとともに、社会環境に適切に対応していけるよう、柔
軟性をもって事業に取り組んでいきます。今後とも宇都宮
商工会議所をよろしくお願いします。（中山）

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　 MITOMAEBASHI

4月
April

商
工
会
議
所
の
活
用
レ
シ
ピ

Recipe
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常
陸
山
谷
右
衛
門
は
、
現
在
の

水
戸
市
城
東
２
丁
目
に
生
ま
れ
、

明
治
36
年
に
第
19
代
横
綱
と
な
り

「
角
聖
」
と
う
た
わ
れ
ま
し
た
。

相
撲
界
に
礼
儀
第
一
の
思
想
を
持

ち
込
み
、
国
技
館
建
設
、
初
の
海

外
興
行
、
引
退
後
に
は
後
進
の
育

成
に
力
を
入
れ
る
な
ど
相
撲
界
の

発
展
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
郷
里
の
備
前
堀
に「
常

陸
山
橋
を
掛
け
た
り
、
磯
節
を
全

国
に
広
め
る
な
ど
地
域
へ
の
貢
献

は
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
偉
業
を
た
た
え
、
生
誕
の
地

に
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
稀
勢
の
里
関
が
本
県
関

　

Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
イ
ー
サ
イ
ト
前
橋

に
あ
る
、「
前
橋
物
産
館 

広
瀬
川
」

が
こ
の
度
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
が
広

く
な
っ
て
品
ぞ
ろ
え
が
充
実
し
、

市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
群
馬
県
内
の

お
土
産
品
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま

す
。
前
橋
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
こ
ろ
と
ん
」、
群
馬
県

の
マ
ス
コ
ッ
ト「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
」

グ
ッ
ズ
、
上
毛
か
る
た
等
の
ご
当

地
グ
ッ
ズ
等
も
あ
り
ま
す
。
群
馬

県
内
の
地
酒
、
お
弁
当
や
和
菓
子

等
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

物
産
館
の
中
に
は
観
光
案
内
所

も
併
設
、
旬
の
観
光
情
報
の
ご
提

係
で
は
81
年
ぶ
り
の
横
綱
に
昇
進

し
、
常
陸
山
を
擁
し
た
水
戸
と
し

て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

供
や
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

4
月
15
日
に
は
、
フ
ー
ド
コ
ー

ナ
ー
も
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
す
。

お
出
掛
け
の
際
は
是
非
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

前橋物産館 広瀬川 リニューアルオープン 常
ひ た ち

陸山
や ま た に え も ん

谷右衛門生誕の地碑

常陸山谷右衛門生誕の地碑
問合せ／水戸商工会議所　☎029-224-3315

前橋物産館 広瀬川
営業時間 ／午前８時～午後８時 ※年中無休。年末年始は時間変更あり

問合せ／前橋広域物産振興協会　☎027-223-1181

問合せ

栃
木
県
産
業
労
働
観
光
部

労
働
政
策
課

（
と
ち
ぎ
技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
１
７
推
進
協
議
会
事
務
局
）

☎
0
2
8-

6
2
3-

2
6
3
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5
0
2
8-

6
2
3-

3
2
2
5

E-m
ail:	ginouabirin@

pref.
tochigi.lg.jp

◎
第
37
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

宇
都
宮
市
の
３
会
場

【
入
場
】

無
料（
ど
な
た
で
も
見
学
・
参
加
で
き

ま
す
）

【
そ
の
他
】

　

大
会
の
詳
し
い
情
報（
競
技
内
容
、

競
技
会
場
、
出
場
選
手
、
大
会
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
）は
、大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.tochigi-ginouabirin.

jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
栃
木
県
で
は
、
大
会
へ

の
参
加
を
目
指
す
企
業
や
団
体
へ
の
各

種
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
11
月
に
、
栃
木
県
で
第
55
回

技
能
五
輪
全
国
大
会
と
第
37
回
全
国

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
２
つ
の
全
国
大
会

が「
と
ち
ぎ
技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
２
０
１
７
」と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

技
能
五
輪
全
国
大
会
は
、
23
歳
以

下
の
青
年
技
能
者
が
41
の
職
種
で
技

能
レ
ベ
ル
日
本
一
を
競
う
大
会
で
す
。

　

全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、「
全
国

障
害
者
技
能
競
技
大
会
」と
い
い
、
15

歳
以
上
の
障
害
の
あ
る
方
々
が
、
22

の
種
目
で
日
頃
培
っ
た
技
能
を
競
い
合

う
大
会
で
す
。
会
場
で
は
、
も
の
づ

く
り
や
障
害
者
の
技
能
を
間
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
15
万
人
の
来
場

者
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
会

に
合
わ
せ
て
と
ち
ぎ
の
魅
力
を
発
信

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

◎
第
55
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

11
月
24
日（
金
）
〜
27
日（
月
）

◎
第
37
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

11
月
17
日（
金
）
〜
19
日（
日
）

【
開
催
場
所
】

◎
第
55
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

５
市
１
町（
宇
都
宮
市
、
小
山
市
、
那

須
塩
原
市
、
さ
く
ら
市
、
下
野
市
、

上
三
川
町
）17
会
場

栃
木
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
と
ち
ぎ
技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
1
7
」が

開
催
さ
れ
ま
す
。

東
京
都
か
ら
の
お
知
ら
せ

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
、応
援
宣
言
！

東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
の
入
札
手
続
に

「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
・
ナ
ビ
２
０
２
０
」の
活
用
が
決
定
！

問合せ

東
京
都
産
業
労
働
局

商
工
部
調
整
課

☎
0
3-

5
3
2
0-

4
7
7
2

　

こ
の
た
び
、
東
京
都
が
運
営
す
る
受

発
注
取
引
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る

サ
イ
ト「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
・
ナ
ビ
２

０
２
０
」（
以
下
サ
イ
ト
）が
、
公
益
財

団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
の
入

札
手
続
に
お
い
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
以
降
、

組
織
委
員
会
の
入
札
手
続

き
は
、
原
則
と
し
て
サ
イ

ト
を
活
用
す
る
こ
と
と
な

り
、
入
札
参
加
の
た
め
に

は
、
サ
イ
ト
か
ら
の
ユ
ー

ザ
ー
登
録（
無
料
）が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

今
後
順
次
、
競
技
会
場

の
管
理
や
運
営
サ
ー
ビ
ス

の
案
件
な
ど
が
サ
イ
ト
に

掲
載
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

全
国
事
業
者
の
方
が
登
録
・

活
用
で
き
る
も
の
で
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
獲
得
に
向

け
て
、
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
ユ
ー
ザ
ー
登
録
は
こ
ち
ら

https://w
w

w
.sekai2020.

tokyo/bcn

第17回
は
な
い
し
、
下
調
べ
も
大
変
で
す
が
、
来

て
く
だ
さ
っ
た
方
の
う
れ
し
そ
う
な
表
情

に
接
す
る
と
、
疲
れ
も
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
そ
れ
に
自
分
自
身
の
知
識
や
経
験

も
広
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的

に
関
わ
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ヒ
シ
ヌ
マ
薬
局
は
、
身
近
で
親
切
な
街

の
薬
局
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
血
流
測
定

器
な
ど
、
体
調
を
調
べ
る
機
器
も
い
ろ
い

ろ
置
い
て
い
ま
す
か
ら
、
少
し
で
も
気
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
有
効
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
楽
し

く
会
話
を
す
る
こ
と
も
健
康
法
の
ひ
と
つ

で
す
か
ら
、
ぶ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
世
間
話

な
ど
し
て
いって
く
だ
さ
い
。

　

市
販
薬
販
売
だ
け
で
な
く
、
各
種
調

剤
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
健
康
食
品
販

売
や
ダ
イ
エッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
美
容

相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ヒ
シ
ヌ
マ
薬
局
は
昭
和
16
年
の
創
業
で

す
。
場
所
は
少
し
移
動
し
ま
し
た
が
、ず
っ

と
オ
リ
オ
ン
通
り
で
商
売
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
オ
ン
通
り
は
大
通
り
と
と
も
に
宇

都
宮
市
を
代
表
す
る
繁
華
街
で
す
が
、
時

代
の
変
化
と
と
も
に
街
の
様
子
も
ず
い
ぶ

ん
変
わ
り
、
私
ど
も
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て

常
に
お
客
さ
ま
ニ
ー
ズ
に
御
対
応
で
き
る

よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
街

中
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
飲
食
店
が

増
え
た
こ
と
で
、
一
時
期
よ
り
も
人
通
り

も
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ま
の
健
康
管
理
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
健
康
情
報
を
ど
ん
ど
ん

書
い
て
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
ま
ち

ゼ
ミ
（
得
す
る
ま
ち
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
は
、
あ

り
が
た
い
で
す
ね
。
知

人
に
誘
わ
れ
て
第
１
回

目
か
ら
参
加
し
て
い
ま

す
が
、
い
つ
も
満
員
で

す
。
話
す
の
は
得
意
で

宇
都
宮
の
健
康
知
恵
袋

気
軽
に
相
談
で
き
る
ま
ち
の
く
す
り
屋
さ
ん

ヒシヌマ薬局三代目の菱沼伸夫さん

さまざまな測定機器も使って、お客さまにアドバイスも

ヒシヌマ薬局
代表 菱沼  伸夫

本社／宇都宮市曲師町２-１１
（オリオン通り フェスタビル）

営業時間／午前9時～午後7時30分
定休日／不定休

☎028-633-4845
http://www.hishinuma-ph.com

場所：前橋市表町2-29-16（ＪＲ前橋駅構内）
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）


